
第４学年３組 社会科学習指導案

平成１９年１１月２０日（火）第４校時
授業者 Ｔ１ 教諭

Ｔ２ 教諭

１ 単元名 わたしたちの福井県
小単元名 くらしと土地の様子

２ 小単元の目標
・県内のいろいろな地域の資料を集め，そこに暮らす人々の生活の様子について進んで調べ

。 （ ）ようとする 関心・意欲・態度
・県内の特色ある土地の様子と生活の様子を関連づけて考え，県の特色をとらえることがで

。 （ ）きる 思考・判断
・様々な資料を活用して，土地と生活の様子をとらえるとともに県の特色を白地図等に表す

。 （ ）ことができる 技能・表現
・特色ある土地の様子やそこに住む人々の生活の様子等から県の特色がわかる。

（ ）知識・理解

３ 小単元について
単元「わたしたちの福井県」は，県の様子について資料を収集して調べ，人々がそれぞれの

土地でその自然条件等を生かしながら生活している様子を学習するとともに，その特色や良さ
について具体的に考えることを学習内容としている。３年生「わたしたちの福井市」の発展学
習であり，５年生「わたしたちの生活と食料生産・工業生産」６年生「世界の中の日本 ，さ」
らに中学校での地理学習へとつながっていく単元である。ここで今後の地理学習の基礎を養う
ことは重要なことである。

そこで，小単元「くらしと土地の様子」では，地形から見て特色のある地域として，坂井地
区（平地のくらし ，小浜市（海べのくらし ，今庄地区（山地のくらし）を取り上げる。い） ）
ずれの地域も実地調査が難しいため，パンフレットや写真，新聞記事，ホームページなどの資
料を収集して調べさせる。そして，土地の利用の仕方や産業の特色を地形や気候等と関連づけ
て考えさせたり，そこで働く人々の工夫や努力などを理解させたりする。また，地図の効果的
な活用も重要であるので，読図と作図の両面に力点をおいた作業学習を行う。さらに，今後の
高学年や中学校での地理学習につなげていくために，各自が選んだ市や町の紹介ガイドブック
づくりを発展学習として行う。

４ 児童について
４年の社会科では テーマを ○○○○たんてい団 として 問題解決型の学習過程 ？ 問， 「 」 ， 「 （

題把握 予想 調べよう 事実調査 結果 関係考察 ！ なるほど まとめ 発）」「 」「 （ ）」「 （ ）」「 （ ）」「 」「
展追究」の学習パターンを繰り返すことによって定着を図ってきた。その結果，各自が見通し
を持ちながら学習を進められるようになってきている。

また，越前和紙の里やクリーンセンター，九頭竜浄水場，東消防署，防災センターなどの見
学を多く取り入れて学習してきたので，児童は実物に触れることによって，いろいろなことを
発見することができた。五感を通した見学体験は学習をより深めるためにたいへん効果があっ
た。

しかし，今回の「わたしたちの福井県」の学習では，全員で何カ所も見学することは困難で
ある。そこで，保護者の協力も得ながら学習の資料（県内各地の観光パンフレットや写真，新
聞記事，ホームページなど）を集めることにした。この活動は，児童にも好評で，集めること
が楽しいと言う児童がほとんどである。中には２冊目のファイルを持って来たり，県内の１７
市町すべてそろえたりしている児童もいる。また，出かけた先でいろいろな体験をしている児
童も多い。このように，興味関心は高くなってきているが，それぞれの資料にどのような意味
があるのか，土地の様子と生活の様子にどのような関連性があるのかについて考えようとする
力はまだ不十分である。

５ 指導について
「わたしたちの福井県」の単元を学習するにあたり，児童の興味関心や意欲を高めるために



， ， 。４月から県内各地の観光パンフレットや写真 新聞記事 ホームページなどを集めさせている
個人差はあるが，かなりの量が集まっている。これらの資料をできる限り活用しながら，人々
の生活の様子や工夫，努力などについて調べさせたい。

導入では，小単元全体の学習計画（第１段階…坂井地区，小浜市，今庄地区の学習。第２段
「 」） 。階…学習のまとめ 自分のおすすめの市や町の紹介ガイドブックづくり を児童に知らせる

ガイドブックづくりというめあてを持たせることによって学習への意欲づけを図りたい。
第１段階では，調べ方の学習パターンを次のような順序にする。①地図の読み取りの力（小

中連携により成和中より要望されている力）を育成するために，学習する地域について位置や
， ， 。 ，周りの市や町 土地の様子 交通の様子などを調べてその特色をつかむ ②資料をもとにして

産業の特色や人々の工夫や努力の様子をつかむ。③ 自分たちが住んでいる地域をより良くし
ていこうとする「まちづくり」の取り組みを調べる。以上の学習パターンを繰り返すことによ
って調べ方を定着させたい。そして， 第２段階では，自分の力で調べてまとめた１冊のガイ
ドブックができあがるようにしていきたい。また，できあがったガイドブックを見せ合うこと
によって，福井県の良さを知り郷土を大切にしていこうとする心も育てていきたい。

本時は，第１段階，坂井地区の②を扱う。ここでは課題解決に必要な資料を見つけると共に
資料から得られた事実が，どのようにスイカづくりに関連しているかを話し合わせることによ
って考える力を身につけさせたい。また，本校の研究主題「思いをふくらませ表現することの
できる子どもの育成 ，中学年部会のテーマ「友だちの意見を聞いて，自分の思いを素直に表」
現できる子の育成」にも迫っていきたい。

６ 指導計画（全２０時間配当）
時 学習内容 ね ら い 関 思 技 知 評 価 基 準
１ くらしと土地の様 自分が集めたパンフレットや ◎ ○ 自分が集めたパンフレッ

，子についての導入 新聞記事を見ながら，いろい トや新聞記事を見ながら
ろな土地に住む人々の生活を 調べる市や町を選び，調
調べる計画を立てる。 べる計画を立てることが

できる （ワークシート）。

２ 平地のくらし 坂井地区の人口や位置，土地 ◎ 坂井地区の人口や位置，
ー坂井地区ー の様子，交通の様子を地図で 土地の様子，交通の様子

坂井地区の土地の 調べ，その特色を理解するこ を地図で調べてまとめる
様子や交通の特色 とができる。 ことができる （ノート）。
をとらえる。 ◎ それぞれの特色を考える

ことができる。
（ ）ノート・発表

３ 平地を生かした米 水田の様子を写真や資料をも ○ ◎ 米づくりがさかんな理由
・ づくりの様子につ とに調べ その特色を理解し を考えることができる。， ，

（ ）４ いて調べる。 従事している人の工夫や努力 ノート・発表
について考えることができ ◎ ○ 人々が工夫や努力をして
る。 いる理由を考えることが

できる （ノート・発表）。

５ 丘陵地を利用した 丘陵地を利用したスイカづく ◎ 意欲的に調べることがで
。 （ ）スイカづくりの様 りの様子について調べ，その きる 態度・カード

本 子について調べる 特色を理解することができ ◎ ○ スイカづくりがさかんな。
時 る。 理由を自然条件や人々の

工夫や努力から考えるこ
とができる。

（ ）ノート・発表

６ 海べのくらし 小浜市の人口や位置，土地の ◎ 小浜市の人口や位置，土
ー小浜市ー 様子，交通の様子を地図で調 地の様子，交通の様子を

小浜市の土地の様 べ，その特色を理解すること 地図で調べてまとめるこ
。 （ ）子や交通の特色を ができる。 とができる ノート

とらえる。 ◎ それぞれの特色を考える



ことができる。
（ ）ノート・発表

海の自然を生かし 水産資源を生かした仕事につ ◎ ○ 意欲的に調べることがで
。 （ ）７ た産業について調 いて調べ，その特色を理解す きる 発表・態度

・ べる。 ることができる。 ◎ 水産資源を生かした仕事
８ の特色をまとめることが

。 （ ）できる ノート

食のまちづくり 小浜市の自然環境や歴史・文 ◎ ◎ 意欲的に調べることがで「 」
。 （ ）について調べる。 化を生かした「食のまちづく きる 態度・カード

９ り」について調べ，その特色 ◎ 「食のまちづくり」の特
。・1 を理解することができる。 色を考えることができる

（ ）0 発表・ノート
◎ 「食のまちづくり」につ

いて分かりやすくまとめ
ることができる。

（ ）ノート

11 山地のくらし 今庄地区の人口や位置，土地 ◎ 今庄地区の人口や位置，
ー今庄地区ー の様子，交通の様子を地図で 土地の様子，交通の様子

今庄地区の土地の 調べ，その特色を理解するこ を地図で調べてまとめる
様子や交通の特色 とができる。 ことができる （ノート）。
をとらえる。 ◎ それぞれの特色を考える

ことができる。
（ ）ノート・発表

12 自然を生かした仕 産業に関する資料を意欲的に ◎ 意欲的に資料を集めるこ
・ 事について調べる 調べ，その特色を理解するこ とができる。。

（ ）13 とができる。 児童の資料
○ ◎ 工夫しながら分かりやす

。 （ ）く発表できる 発表

，14 自然を生かす今庄 今庄地区では，自然を生かし ◎ 資料を調べて図やグラフ
地区の取り組みに てどのような取り組みをして 地図などを使ってわかり
ついて調べる。 いるのか調べ，理解すること やすくまとめることがで

。 （ ）ができる。 きる ワークシート
○ ◎ 自然を生かした取り組み

について理解することが
できる （発表・ノート）。

15 まとめとふりかえ 坂井地区，小浜市，今庄地区 ◎ ◎ ◎ ◎ 坂井地区，小浜市，今庄
り（テスト） のくらしと土地の様子をふり 地区のくらしと土地の様

かえり，まとめることができ 子の特色をまとめること
る。 ができる。

（ ）テスト

16 自分が選んだ市や 自分が選んだ市や町の人口や ◎ ◎ ◎ ◎ 意欲的に資料を集め，図
～ 町の紹介ガイドブ 位置，土地の様子，交通の様 やグラフ，地図などを使
20 ックをつくる。 子，産業，歴史，文化，観光 ってわかりやすくまとめ

ニュースなどをまとめた紹介 ることによって，調べた
ガイドブックをつくることが 市や町の特色について理
できる。 解することができる。

（ ）自作ガイドブック



７ 本時の目標
あわら市北部丘陵地で，スイカづくりがさかんに行われている理由について調べ，人々が自

然条件を生かしながら工夫や努力を重ねていることを理解することができる。

８ 準備物 坂井市やあわら市のパンフレット，写真，ビデオ，ホームページの資料など

９ 本時の学習過程
支 援（・）と評 価（☆）

学 習 活 動 Ｔ１ Ｔ２
○スイカづくりがさかんな様子を ・ビデオでスイカづくりが

知る。 さかんな様子をつかませ
る。

○学習課題をつかむ。 ・学習課題を提示する。

なぜ，スイカづくりがさかんなのだろう。

○学習課題について予想する。
・おいしいから。
・たくさん売れるから。
・ほかの所のスイカとはちがう
から。

○教科書や自分の資料を調べて ・資料の活用の仕方を助言 ・調べ方の助言をする。
カードに書く。 する。

・理由だと思われる言葉を
書くように指示する。

☆意欲的に調べることができたか。
（態度・カード・・・関）

， 。○グループで相談してカードを分 ・分類の観点を助言する。 ・グループを回り 助言する
類する。 （自然条件，人々の工夫や

努力）

○スイカづくりがさかんな理由を ・それぞれの理由を関係づ ・児童の中の良い意見を見つ
自然条件，人々の工夫や努力に けて考えられるように支 けて指名する。
分けて考える。 援する。

＜自然条件＞
。・丘陵地＝水を得るのが難しい
。＝米づくりに向かない

・雨が少ない。
・夏に向けてカラッとした天気

＜人々の工夫や努力＞
。・土地改良によって水を引いた

・水やりや病気に注意する。 ☆スイカづくりがさかんな理由を考えることができたか。
（ノート・発表・・・思・知）

自然条件を生かしながら人々が工夫や努力をしているからである。

○次時の学習について知る。 ・次時の学習について知ら
せる。


